
ため、緊急輸送道路について、橋 補強を実施する。

梁の重大な損傷を防止する対策が必要である。

　戸田市橋梁長寿命化修繕計画に沿って、順次計画的に補修工事を実施することで健全化率

が上昇している。また、補修に合わせ、ユニバーサルデザインに対応する改良を実施するこ

Ｂ
とで対応割合についても上昇している。　

　今後も定期点検を行い、計画に基づき予算の平準化を図り、補修を行うため、人員及び予

算は現体制を維持する。

→

　橋梁は日常生活の一部として多くの市民に利用されており、災害時の避難路としても重要な施設である。今後も戸田市橋梁長寿命化修繕

計画に基づき予算の平準化とコスト縮減を図り、補修を実施するとともに定期的な点検・診断を行い適切な維持管理に取り組んでいく。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和元年 5月22日 作成者名 金子 泰久 評価者名 小森　敏

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

05 快適で過ごしやすいまち 都市整備部　道路河川課

03 道路

53 安全な橋梁の整備

　市民生活の利便性や災害に備えた交通路を確保し、構造的にも安全でユニバーサルデザインを取り入れた整備を行うこと

により、市民が安心して橋梁を利用できるようにします。

橋梁整備事業

橋梁の健全化 補修実施橋梁数/補修を要する橋梁数
％ 80 - - 52.2 69.6

(対象橋梁：緊急輸送道路上など )
ユニバーサルデザイン ユニバーサルデザイン対応橋梁数/全

％ 58.6 51.4 51.4 51.4 52.9
対応割合 橋梁数

　戸田市の橋梁は高度経済成長期に建設された橋梁が多く、今 　平成28、29年度の点検結果により、改定した戸田市橋梁長寿

後、一斉に架け替え時期が見込まれ短期的に大きな財政負担が 命化修繕計画に基づき、順次補修工事及び維持工事を進める。

生じることから、予防保全的な維持管理を実施し長寿命化を図 今後も健全性を把握するため、法定に基づく定期点検を実施す

る必要がある。 る。

　大規模地震発生時における被害を軽減するとともに、円滑か 　大規模地震発生時における損傷を防止する対策として橋脚の

つ迅速な応急活動を確保する



久 評価者名 小森　敏

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）
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事業内容 うち一般財源計
画
額

一般財源
人件費

01 道路橋りょう総務事務費　（道路河川課）

道路橋りょう総務事務費

任
意

1,409
0

1,622

－ － － － － － 予01 01 08 02 01 01 01 1,622

※予算編成用シート（指標等 1,622 0

未設定） 341

01 橋梁整備事業　（道路河川課）

橋梁整備事業

義
務

57,718
0

98,084

１ ○ Ａ Ａ Ｂ Ａ １ ○ 義01 01 08 02 03 01 01 77,200

既存橋梁の補修、ユニバーサ 67,075 0

ルデザインへの対応、道路橋 6,072

H30決算額 R1予算額 R2計画額 R2予算額

計（千円） 事業費 59,127 99,70

戸

6 78,822 0
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市

89,276 68,6
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97 0
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2年度で終了 ８令和元

作

年度で終了 ９平成30

成

年度で終了
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